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信用第一主義



１．鳥羽洋⾏について
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① ⿃⽻洋⾏のあゆみ

明治39（1906）年
創 業

昭和24（1949）年
中央区（銀座）にて設⽴

平成10（1998）年
文京区に本社移転

平成18（2006)年
(新）本社建⽴

平成20（2008）年
鳥羽(上海）貿易有限公司設⽴

平成24（2012）年
TOBA（THAILAND）CO.,LTD.設⽴

昭和30〜40年代、
空気圧機器を中心に販売展開

“空圧のＴＯＢＡ”

昭和40年代以降は、
省⼒化・⾃動化機器

（FA機器）の販売展開

創業者：⿃⽻真作が、中国（大連）にて、
南満州鉄道を主たる取引先として創業

平成7（1995）年
JASDAQに上場



② ⿃⽻洋⾏の今（当社の概要）
【201５年9⽉30日現在】

⇒ 創業から１１０年、設⽴から67年の歴史
⇒ 企業理念：“信用第一主義”
⇒ 本社：東京都文京区水道２－８－６
⇒ 代表取締役社⻑：三浦直⾏
⇒ 国内22拠点・海外３カ国に拠点
⇒ グループ従業員数２２７人（単独２０４人）
⇒ ２０１６年３⽉期（当期）決算より連結決算に
⇒ 上場市場は東証ＪＡＳＤＡＱスタンダード
⇒ 証券コード（７４７２）



当社は社会人類に貢献するためにある当社は社会人類に貢献するためにある１１

当社は社員の向上と幸福を計るためにある当社は社員の向上と幸福を計るためにある２２

当社は最大ならずとも最良の会社たることを期する当社は最大ならずとも最良の会社たることを期する３３

当社は明朗、勤勉、練達の社員のみをもって結成する当社は明朗、勤勉、練達の社員のみをもって結成する４４

当社は何事にも無理なく、堅実に、しかも進取、独創、
能率的に経営し、信⽤を第⼀におく
当社は何事にも無理なく、堅実に、しかも進取、独創、
能率的に経営し、信⽤を第⼀におく５５

社 是

信用第一主義

百年の信頼を未来につなげる百年の信頼を未来につなげる
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③ ⿃⽻洋⾏の企業理念



④ ⿃⽻洋⾏の強み

�強固な仕入先（メーカー）体制
�短い受注・納品のリードタイム

独自の直販体制独自の直販体制

卓越した専門スキル卓越した専門スキル

強固な顧客基盤強固な顧客基盤

健全な財務体質健全な財務体質

�専門商社としての⻑い歴史
�知識・経験豊富な従業員

�わが国の代表的な企業と取引
�幅広い顧客業種でリスク分散

�⾼い⾃⼰資本⽐率
�低い在庫水準

信用⼒

収益⼒

安定性

強 み
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⑤ ⿃⽻洋⾏のビジネスのスタイル
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直 販販売商品の提供販売商品の提供

コンサル

提 案

納 入

サポート

分 析
商品・装置

企画
商品・装置

企画

情報提供情報提供

独⾃の「直販体制」で、
製造業の設備自動化及び省⼒化をサポート !
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16/3上期連結売上高

１06.4億円

⑥ 取扱商品別売上構成について

制御機器
ＦＡ機器

産業機器

（35.5％）

（21.2％）

（43.3％）
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⑦ 販売先業種別売上構成について

デジタル機器

自動⾞・⾞載部品

伝導・ＦＡ・精密

医療・⾷品

環境・エネルギー その他

16/3上期連結売上高

１06.4億円

48.5%

12.0%

18.9%

4.8%
4.6% 11.2%



２．取扱商品及び販売ネットワーク
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制御機器は、空気圧機器、油圧機器、直動機器等で構成され、
生産設備の構成に欠かせない製品です。

① 当社の主な取扱商品

ガイド付きアクチュエータ
（株）コガネイ

ロータリーダンパー
不⼆ラテックス（株）

ＳＭＣ（株）
電磁弁

流体継ぎ⼿
日東工器（株）

クローズドループ制御ステッピングシステム
（株）バンガードシステムズ

空圧・油圧シリンダー
（株）ＴＡＩＹＯ

【制御機器】



14

② 当社の主な取扱商品
ＦＡ機器は、産業⽤ロボット、⾃動組⽴機、半導体製造のチップマウンター

並びにレーザー加工機などで、生産工程の⾃動化を進める機械です。

【ＦＡ機器】

垂直多関節ロボット

ファイバーレーザ溶接機

マウンタースカラロボット
（株）デンソーウェーブヤマハ発動機（株）ヤマハ発動機（株）

ロボシリンダー
（株）アイエイアイ （株）アマダミヤチ
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産業機器は、工場で使⽤するコンベア、無人搬送⾞
並びに電動ドライバー等で構成されています。

③ 当社の主な取扱商品

シンプルコンベア
三機工業(株）

電動ドライバー
（株）ハイオス

低床式無⼈搬送⾞
(株）タクマ精工

ﾊﾝﾃﾞｨｰｽｷｬﾅｰ／ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙ
（株）デンソーウェーブ

ガラス基板搬送コンベア
ﾎﾞｯｼｭ･ﾚｯｸｽﾛｽ（株）

チェーンブロック
（株）キトー

【産業機器】



⻘森営業所

仙台営業所

宇都宮営業所

川越営業所

茨城営業所

＜本社＞

東京南／東京営業所
／仕入ｸﾞﾙｰﾌﾟ厚木営業所

熊谷営業所
前橋営業所

八王子営業所
甲府営業所

松本営業所

静岡営業所
名古屋営業所

大阪営業所

滋賀営業所
兵庫営業所広島営業所

福岡営業所

大分営業所
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千葉営業所

国内の販売ネットワーク（国内22拠点）
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TOBA （THAILAND）
CO.,LTD. (2012年）

TOBA，INC. （ベトナム駐在員事務所）

(2014年）

【連結子会社】

（同公司）蘇州分公司
(2014年）

（同公司）深圳分公司
（2011年）

鳥羽（上海）貿易有限公司
(2008年）

○海外拠点における営業⼒強化に向けて、留学⽣等の⼈員強化
・2016年4⽉入社に向けて、

ベトナム⼈1名及び中国⼈1名を採用

グローバルネットワーク
海外の販売ネットワーク

【連結子会社】



スペイン

イスラエル

中 国
韓 国

台 湾
タ イ

シンガポール

マレーシア

アメリカ合衆国

ブラジル
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インドネシア

日系企業中心に拡大する当社取引

海外戦略強化の状況

ベトナム

将来注目される地域



19

３．2016年３⽉期中間決算概要
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四半期別 売上⾼推移 （単位：百万円、％）

四半期別 営業利益/営業利益率の推移
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① 四半期別業績推移
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（単位：百万円）

② 損益概要

15/3上期
（単体）

16/3 上期
連結 前同⽐(＊) 従来予想

売 上 ⾼ 9,702 10,649 - 10,500

営 業 利 益 406 552 - 520

（営業利益率） （4.2%） （5.2%） - (5.0%)

経 常 利 益 499 596 - 560

（経常利益率） （5.1%） (5.6%） - (5.3%)

四半期純利益 325 387 - 350

（＊） 連結財務情報公表は16/3期の1Qからのため、連結の前年同期⽐は記載しておりません。

16/3上期

売 上 ⾼ 856

営 業 利 益 36

（営業利益率） （4.2%）

【参考数値】

⿃⽻（上海）貿易有限公司
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取扱商品別売上推移

（百万円） 制御機器 ＦＡ機器 産業機器

14/3期* 15/3期* 16/3期

（*）連結財務情報公表は16/3期の1Qからのため、14/3期及び15/3期は単体ベース。

（ご参考）
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海外売上⽐率

国内：90.3％

16/3上期（連結ベース）

（うち鳥羽上海分：75.4）

（*）連結財務情報公表は16/3期の1Qからのため、14/3期及び15/3期は単体ベース。

（ご参考）

海外：9.7％
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（出所：中国地方政府）
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15/３末* 構成⽐ 15/9末 構成⽐

流動資産 14,600 74.5% 15,630 77.0%

現⾦・預⾦ 7,125 36.3% 7,479 36.9%

受取⼿形・売掛⾦※ 7,297 37.2% 7,968 39.3%

商品 78 0.4% 73 0.4%

固定資産 5,005 25.5% 4,659 23.0%

資産合計 19,606 100.0% 20,289 100.0%

流動負債 5,420 27.6% 5,954 29.3%

⽀払⼿形・買掛⾦ 4,906 25.0% 5,448 26.9%

固定負債 319 1.6% 263 1.3%

（有利子負債） - - - -

負債合計 5,739 29.3% 6,218 30.6%

純資産合計 13,866 70.7% 14,071 69.4%

負債純資産合計 19,606 100.0% 20,289 100.0%

（単位：百万円）

低い在庫率

自⼰資本⽐率
69.4％

借入⾦ゼロ

③ 貸借対照表

（※）電子記録債権を含む
（*）連結財務情報公表は16/3期の1Qからのため、15/3末は単体ベース。
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4．今後の営業施策及び注目商品
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1.装置（システム）の販売強化
従来のロボット単品の販売から、装置（セット）メーカーをパートナー
として、「装置（システム）」として販売する。
（例）
ヒューマノイド（⼈型）ロボット「ＮＥＸＴＡＧＥ」のシステムアップ

3.スマートメーター関連メーカーへの販売強化

2.自動⾞・⾞載部品関連メーカーの取り込み強化
ＨＶ中心に自動⾞の電子化がすすむため、既存得意先以外の⾃動⾞
及び⾞載部品メーカーの開拓営業並びに先端商品の拡販。
（ニーズ）
カーエアコン／燃料電池／蓄電池／衝突安全装置／新型ターボ／変速機 等

スマートメーター （次世代電⼒系計）の普及加速
・東京電⼒：２020年までに全世帯に設置を計画

今後の営業施策



ヒトと共存して働くロボットです。

（可動軸が８０Ｗ以下の省出力であり、ヒトが近くにいる環境でも作業が可能です。）
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● ヒューマノイド（⼈型）ロボット
ＴＨＫインテックス㈱/カワダロボティクス㈱

■ 注目商品①

「ＮＥＸＴＡＧＥ」
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● ろ過フィルター 日本インテグリス㈱

・液体、ガス・エアの濾過・精製・純化技術に係る製品
・半導体及びハイテク産業向けに販売展開

●2年前から取り扱い開始し、大型商品化

■ 注目商品②
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5．株主様への還元について
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■利益配分に関する基本⽅針
◇剰余⾦の配当

安定的な配当の継続をめざすとともに、株主の皆様に対する
公明性を明確した業績連動型の配当性向を基本とします。

◇内部留保
企業利益向上のための投資等に活⽤し、将来の事業展開を
通じて株主の皆様に還元させていただきます。

◇機動的な資本政策
資本効率の向上を目的に、株主還元の⼀環として⾃⼰株式の
取得等を適宜実施する方針です。
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株主還元
① 配当⾦及び配当性向の推移

公約配当性向 30％（単体ベース⇒連結ベース）

36.5% 40.6%

55.3%

40.5%
34.5%

0%

30%
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12/３期 13/３期 14/３期 15/３期 16/３期（予）

配当⾦ 配当性向

５０円

６０円

（円）

（＊）12/3期〜15/3期の配当性向は単体ベース

＊ ＊ ＊ ＊



取得株式数

2009年３⽉期実績 200,000株

2011年３⽉期実績 100,176株

2012年３⽉期実績 250,000株

2015年３⽉期実績 438,700株

② ⾃⼰株式取得
＜自⼰株式取得の状況＞
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15/３期に自社株式の消却（300,000株）実施
（償却前発⾏済み株式の5.66％）

株主還元



③ 株主優待制度

○株主優待は、「オリジナル・クオカード」を採用しています。
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対象株主
（３⽉末時点所有株式）

2012年11⽉：優待拡充のため変更実施

単年度株主の場合 継続保有３年以上

1,000株以上 当社オリジナル・クオカード
（3,000円）を進呈

当社オリジナル・クオカード
（6,000円）を進呈

100株以上1,000株未満 当社オリジナル・クオカード
（1,000円）を進呈

当社オリジナル・クオカード
（2,000円）を進呈

株主還元
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☆経営目標☆

ＲＯＥ １０％

☆経営目標☆

ＲＯＥ １０％

（単体ベース⇒連結ベース）



本プレゼンテーション中の将来の⾒通しにつきましては、当社の判断によるもの
であり、経済情勢、市場動向、税制や諸制度の変更等により、大きく変化し
うるものであります。

従いまして、その内容につきましては、当社は⼀切責任を負うものではありませ
んのでご了承ください。また、本プレゼンテーションは、投資を勧める目的のもの
ではございません。

[問い合わせ先]
株式会社 ⿃⽻洋⾏
管理本部総務グループＩＲ担当
住所：〒112-0005 東京都文京区水道２丁目８番６号
電話番号 ：03-3944-4031

ＦＡＸ番号：03-3944-4091
Ｅメール：kanri-01@toba.co.jp
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